
活動目標 すこやかに育て いわてっ子

発行
一般社団法人岩手県PTA連合会

盛岡市みたけ三丁目38-20
☎019-641-6444

E-Mail : pta@iwate-pta.or.jp
URL : http://www.iwate-pta.or.jp

印刷
山口北州印刷㈱

盛岡市青山四丁目10-5
☎019-641-0585

令和 5 年 3 月 1 日発行

No.174
「2 学年　職場体験」「2 学年　職場体験」 「文化祭　全校合唱『Joyfull Joyfull』」「文化祭　全校合唱『Joyfull Joyfull』」

「体育祭　伝承芸能ナニャドヤラ練習」「体育祭　伝承芸能ナニャドヤラ練習」 「1 年　産業体験」「1 年　産業体験」

夢を実現するため夢を実現するため
自分の可能性を信じて歩みつづける生徒自分の可能性を信じて歩みつづける生徒

洋野町立大野中学校 PTA

・岩手県PTA連合会令和4年度年次表彰式……2〜 3
・表彰された優良PTAの活動紹介……………4
・提言「コミュニティ・スクールの
　　　……取組をとおして」………………………5

・特色あるPTA「北から南から」………………6
・市町村PTA連合会の活動報告………………7
・お知らせ………………………………………8

　本校は、旧大野第一中学校、旧大野第二中学校が統合し、今年度で 12 年目を迎

えました。今年度は「心の繋がりが生み出す『楽しさ』を共に分かち合える学校」

の実現を目指して取り組んできました。

　体育祭では、コロナで 2 年間実施を見送っていた伝承芸能発表を、地域の方々の

協力で復活させることができました。また、文化祭での全校合唱「Joyfull Joy-

full」も見に来てくださった保護者から大好評でした。

　これからも、PTA や地域とともに本物の楽しさを分かち合える学校を創ってい

きたいと思います。 
（PTA 事務局長　遠山　文博）

主　な　内　容
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令和5年3月1日 PTAいわて
2

受
賞
者
の
皆
様 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
令
和
４
年
度
年
次
表
彰
式

　

令
和
４
年
11
月
27
日
（
日
）、

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に

お
い
て
令
和
４
年
度
年
次
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
個
人
・
団
体

は
、
の
べ
1
2
7
で
す
。
こ
れ
ま

で
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
会
長
表
彰
も
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
例
年
は
受
賞
者
・
団
体

全
員
が
登
壇
し
、
会
長
か
ら
授
与

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
が
全

国
大
会
と
兼
ね
て
お
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
か
ら
当
日
授
与

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

で
す
。

主催者挨拶を述べる岩舘会長

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。（
順
不
同
敬
称
略
）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

会
長
表
彰（
6
団
体
、
6
個
人
）

【
団
体
】

福
岡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
岩
手
大
学
教
育

学
部
附
属
小
父
母
と
教
師
の
会
、

西
根
第
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
二
子
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
室
根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
白
山
小

Ｐ
Ｔ
Ａ

【
個
人
】

髙
橋
英
明
、
壽
松
木
亨
、

下
川
原
章
勝
、
浦
田
大
輔
、

菊
地
栄
志
、
京
極
和
洋

年
次
表
彰
感
謝
状（
5
名
）

下
川
原
章
勝
、
浦
田
大
輔
、

菊
地
栄
志
、
京
極
和
洋
、
藤
社
望

年
次
表
彰
団
体
の
部（
22
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

団体の部代表の西南中PTA
根子英治会長です

中
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
盛
岡
市
）、
北

松
園
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
盛
岡
西
峰
学
園

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
田
頭
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
屋

瀬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
滝
沢
第
二
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
赤
石
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
大
迫
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
西
南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
和
賀
西

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、黒
沢
尻
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

衣
川
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、梁
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
松
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
越
喜
来
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
小
友
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
磯
鶏
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
崎
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
安
家
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
久
慈
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
向

田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
金
田
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

年
次
表
彰
個
人
の
部
（
42
名
）個人の部代表の髙橋敏紀・

前北上市P連会長です

山
下
泰
幸
、
八
重
樫
琴
英
、
漆
原

圭
史
、
清
水
畑
貴
彦
、
畠
山
章
弘
、

竹
田
直
也
、
高
橋
秀
之
、
松
原
順

一
、
大
巻
勝
徳
、
鈴
木
稔
、
北
條

正
憲
、
掛
川
は
る
な
、
高
橋
一
矢
、

高
橋
祐
也
、
清
水
田
幸
恵
、
佐
藤

啓
介
、
千
田
利
克
、
髙
橋
敏
紀
、

遠
藤
国
博
、
高
橋
賢
、
成
澤
嘉
一
、

沼
倉
秀
一
、
千
葉
昭
信
、
佐
々
木

彰
徳
、
三
浦
孝
浩
、
京
極
和
洋
、

菊
地
尊
、
菅
原
光
幸
、
金
野
崇
、
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渡
邊
甚
一
、
菊
池
美
恵
、
田
中
昭

仁
、
木
元
由
枝
、
菊
池
政
光
、
飛

澤
隆
、
清
川
大
、
中
村
智
和
、
下

川
原
章
勝
、、
柏
木
翔
吾
、
馬
場

良
介
、
正
路
正
敏
、
平
野
勝
章

広
報
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
Ｐ
Ｔ
Ａ（
18
団
体
）

【
小
学
校
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　

山
目
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
優
秀
賞

　

青
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

飯
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　

土
淵
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
遠
野
市
）

◇
優
良
賞

　

生
出
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

笠
松
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
奨
励
賞

　

城
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

太
田
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

繫
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

舞
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
中
学
校
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　

見
前
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
優
秀
賞

　

上
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

渋
民
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

矢
巾
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
優
良
賞

　

盛
岡
西
峰
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
奨
励
賞

　

下
橋
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

大
宮
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

巻
堀
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

青山小PTAと見前中PTAが
代表で受領しました

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

�
入
賞
者
（
28
名
）

【
小
学
生
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　

今
野
幹
太
（
向
中
野
小
1
年
）

◇
優
秀
賞

　

鵜
口
朔
（
桜
城
小
５
年
）

　

佐
藤
葵
空
（
玉
里
小
2
年
）

◇
優
良
賞

　

加
藤
結
乃
（
山
岸
小
1
年
）

　

谷
藤
蒼
生
（
玉
里
小
４
年
）

◇
奨
励
賞

　

藤
澤
蒼
衣
（
厨
川
小
６
年
）

　

中
川
旬
（
津
志
田
小
５
年
）

　

阿
部
勇
翔
（
室
根
小
６
年
）

　

澤
山
汐
里
（
久
慈
小
５
年
）

　

永
瀨
花
凛
（
久
慈
小
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　

森
川
心
稀
（
北
上
中
３
年
）

◇
優
秀
賞

　

阿
部
心
逢
（
北
上
中
３
年
）

　

菅
原
姫
和
（
一
関
東
中
３
年
）

◇
優
良
賞

　

工
藤
擢
翔
（
城
西
中
1
年
）

　

小
田
島
侑
美
（
北
上
中
３
年
）

◇
奨
励
賞

　

田
中
理
夏
（
土
淵
中
３
年
）

　

澤
又
柚
季
（
渋
民
中
1
年
）

　

菊
池
冬
湖
（
北
上
中
３
年
）

【
一
般
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　

晴
山
春
佳（
八
重
畑
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

◇
優
秀
賞

　

菊
池
彩
子
（
若
葉
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

柴
田
敬
恵（
東
水
沢
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

◇
優
良
賞

　

小
山
彩
乃
（
室
根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

小
山
久
美
子（
室
根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

◇
奨
励
賞

　

加
藤
裕
子
（
北
陵
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

藤
根
み
ゆ
き（
大
迫
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

河
合
純
子
（
室
根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

昆
野
夏
紀
（
室
根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

泉
澤
知
絵
（
野
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

三行詩コンクール小学生の部・
最優秀賞の今野幹太さん

　

全
国
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
に
入

賞
し
た
方
々
に
改
め
て
登
壇
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
一
般
の
部
・
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　

小
山
久
美
子
さ
ん

◎
中
学
生
の
部
・
日
Ｐ
会
長
賞

　
　

森
川
心
稀
さ
ん

◎
中
学
生
の
部
・
佳
作

　
　

阿
部
心
逢
さ
ん
（
欠
席
）

◎
一
般
の
部
・
佳
作

　
　

柴
田
敬
恵
さ
ん

左から小山久美子さん、
森川心稀さん、柴田敬恵さん

　

ご
来
賓
の
岩
手
県
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
財
課
総
括
課
長
の

久
慈
孝
様（
県
教
育
長
様
の
代
理
）

か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

来賓代表の総括課長・
久慈孝様です

　

最
後
に
、
受
賞
者
の
皆
様
を
代

表
し
て
、
浦
田
大
輔
様
（
前
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長
、
前
雫
石
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
）
か
ら
ご
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
わ
っ

て
き
て
、
多
く
の
人
と
出
会
い
、

つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

浦田大輔様は、ごあいさつの中で、
PTA活動の意義について語られました

祝 岩手県Ｐ連会長賞岩手県Ｐ連会長賞
第 41 回全国中学生人権作文コンテスト
岩手県大会
　高田東中学校・鈴木　楓
第 77 回夏休み良書推薦運動読書感想文
コンクール
　滝沢第二小学校・中村空煌
　湯口小学校・佐々木結奏
　篠木小学校・主濱彩花
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令和5年3月1日 PTAいわて
4

令
和
4
年
度

表
彰
さ
れ
た

優
良
P
T
A
の
活
動
紹
介

文
部
科
学
大
臣
表
彰

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

~
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

�

パ
ー
ト
ナ
ー
活
動
~

�

一
戸
町
立
奥
中
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
こ
の
度
、
奥
中
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
栄
誉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
関
係

各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
地
域
と
の
連
携
協

働
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
仕
組
み
を
活
用
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
組
と
し
て
、
隣
接
す
る

盛
岡
み
た
け
支
援
学
校
奥
中
山
校

と
、
運
動
会
や
学
習
発
表
会
等
、

地
域
ぐ
る

み
で
の
交

流
を
四
十

年
間
以
上

行
っ
て
い

ま
す
。
ま

た
、
子
ど

も
を
守
る

会
が
児
童

の
登
校
時
に
安
全
指
導
を
行
っ
た

り
、
警
察
署
と
役
場
と
共
に
通
学

路
合
同
点
検
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。更
に
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関

係
者
か
ら
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
の
技
術
指
導
と
心
構
え
等

に
つ
い
て
研
修
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
長
年
継
続

し
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
や
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

　
今
後
も
更
に
連
携
を
深
め
、
子

ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
活
動
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

�

（
会
長
　
上
山
　
洋
祐
）

日
本
P
T
A
会
長
表
彰

学
校
︑
保
護
者
︑

�

地
域
と
と
も
に

�

雫
石
町
立
七
ツ
森
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

児
童
を
中
心
と
し
た

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実

�

紫
波
町
立
日
詰
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

熱
い
思
い
に

支
え
ら
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

�

大
船
渡
市
立
越
喜
来
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
こ
の
度
、
七
ツ
森
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
栄
誉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
関
係

各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
昭
和
60
年
の
開

校
以
来
38
年
間
活
動
を
続
け
て
い

　
こ
の
度
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
関
係
各

位
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
中
止
・
縮
小
さ
れ
た
も
の

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
例
年
、

本
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
は
、

教
育
部
に

よ
る
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
文
集

の
発
行
」、

社
教
部
に

よ
る
「
親

ま
す
。
地
域
に
で
き
た
学
校
と
い

う
事
で
、
当
時
か
ら
保
護
者
や
地

域
の
方
よ
り
、
惜
し
み
な
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
頂
い
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
の
皆
様
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
す
が
、

今
年
度
も
稲
作
体
験
活
動
の
お
世

話
、
ス
ワ
ン
ス
ロ
ー
プ
（
裏
山
の

ス
キ
ー
場
）
の
刈
り
払
い
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
見
守
り
等
、
で
き
る

クロスカントリースキー　実技指導の様子

子
交
通
安
全
の
運
営
」、
厚
生
部

に
よ
る
「
運
動
会
協
力
と
清
掃
奉

仕
作
業
」
等
の
活
動
を
家
庭
と
教

職
員
の
連
携
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
着
や
ス
キ
ー
用
品

等
を
必
要
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
へ
譲
渡

す
る
「
無
料
の
お
下
が
り
会
」
の

活
動
も
充
実
し
て
お
り
、
相
互
助

け
合
い
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
に

つ
な
が
っ
て
い
く
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
令
和
５
年
度
に

学
校
創
立
一
五
〇
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、
更
に
子
ど
も

た
ち
の
支
援
に
つ
い
て
学
校
・
家

庭
・
地
域
で
連
携
し
、
児
童
主
体

の
様
々
な
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
連
携
を
深
め
な
が
ら

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
を
目
指
し
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�
（
事
務
局
　
石
川
　
和
広
）

活
動
を
継

続
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か

ら
も
保
護

者
と
学

校
、
地
域

が
さ
ら
に

連
携
を
深

め
、
子
供
の
笑
顔
と
健
全
育
成
の

た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

�

（
会
長
　
井
口
　
幸
太
） 児童・保護者・地域の方との稲刈り

運動会でのPTA活動
運営補助と応援合戦審査

　
こ
の
度
は
、本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、関
係
各
位

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
は
全
校
児
童
72
名
の
小
規

模
校
で
す
。
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
縮
小
し

た
り
中
止
に
し
た
り
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、「
子
ど
も
達
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
熱

い
思
い
に
支
え
ら
れ
、
取
り
組
み

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
越
喜
来
に
は
越
喜
来
浪
板
海
岸

と
呼
ば
れ
る
海
水
浴
場
が
あ
り
ま

す
。
越
喜
来
中
学
校
が
清
掃
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
統
廃
合
に
伴

い
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
伝
統
を
６
学
年
親
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

引
継
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
へ
の

愛
着
心
も
育
ん
で
い
ま
す
。
夏
に

は
浪
板
海
岸
に
通
い
海
水
浴
を
楽

し
ん
だ
り
、
自
発
的
に
ご
み
を

拾
っ
た
り
す
る
子
ど
も
達
の
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
手
を
携
え

な
が
ら
子
ど

も
達
の
た
め

に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
事
務
局

熊
谷
　
利
春
）

越喜来中から引き継いだ
海岸清掃
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提
　
言

コ
ミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　

  　
取
組
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
平
市
立
西
根
中
学
校

校
長　

寺
澤　
幸
昌

寺澤　幸昌
（てらさわ　ゆきまさ）

　平成２年度、都南村立（現盛岡市
立）見前中学校から教員生活がス
タート。
　平成26年度から教育行政職とし
て、洋野町教委、久慈市教委に勤務。
令和２年度から現職。55歳

プロフィールプロフィール

１　
は
じ
め
に

　
本
校
は
平
成
31
年
４
月
に
学
校

運
営
協
議
会
制
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）
に
移

行
し
、
今
年
で
４
年
目
で
す
。
八

幡
平
市
で
は
平
成
30
年
に
寄
木
小

と
安
代
小
が
市
内
で
最
初
に
Ｃ
Ｓ

に
移
行
し
ま
し
た
が
、
中
学
校
と

し
て
は
本
校
が
最
初
の
移
行
で
し

た
。
当
時
の
刈
谷
友
行
校
長
と
菅

原
真
司
副
校
長
が
岩
泉
町
で
Ｃ
Ｓ

を
経
験
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
令
和
２
年
度
に
は
市
内
全
小
中

学
校
14
校
が
Ｃ
Ｓ
に
移
行
し
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
・
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
て
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

２ 　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

維
持
発
展
で
き
る
理
由

　
私
が
言
う
ま
で
も
な
く
、
Ｃ
Ｓ

に
移
行
す
る
こ
と
は
学
校
の
大
改

革
で
す
。
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
学
校

評
議
員
会
制
度
と
は
違
い
ま
す
。

私
が
令
和
２
年
に
本
校
に
赴
任

し
、
第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
を

開
催
し
た
際
、
そ
の
場
に
集
ま
っ

て
い
た
委
員
の
方
々
の
当
事
者
と

し
て
高
揚
感
溢
れ
る
雰
囲
気
は
、

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
委
員

は
意
見
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、

学
校
と
と
も
に
責
任
を
取
る
立
場

に
も
あ
り
ま
す
。
教
職
員
と
と
も

に
生
徒
の
成
長
を
支
援
す
る
「
学

校
の
頼
り
に
な
る
応
援
団
」
だ
と

心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
校
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
維
持
し
、
よ

り
良
い
教
育
活
動
を
展
開
で
き
て

い
る
の
は
、
市
教
育
委
員
会
の
絶

大
な
指
導
・
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ

も
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
徴
的
な
こ
と
を
２
つ

紹
介
し
ま
す
。

①�　
市
教
委
事
務
局
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
を
配
置

②�　
市
Ｃ
Ｓ
推
進
協
議
会
を
年
３

回
計
画
的
開
催

　
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
藤
嶋
茂
美
氏
は
元
寄

木
小
の
校
長
で
あ
り
、
自
ら「（
他

校
に
先
行
し
て
移
行
し
、）
い
っ

ぱ
い
失
敗
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
お

伝
え
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
言

い
な
が
ら
、
市
内
各
校
の
学
校
運

営
協
議
会
に
参
加
さ
れ
て
助
言
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
毎
回
的
確
な

助
言
に
よ
り
、
協
議
会
の
質
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
Ｃ
Ｓ
推
進
協
議
会
で

は
、
他
校
の
取
組
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
り
、
最
新
の
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
、
管
理

職
の
み
な
ら
ず
委
員
の
資
質
・
能

力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

３ 　
熟
議
で
解
決
策
を
見
い
出
す
、

課
題
解
決
に
迫
る

　
本
校
は
年
４
回（
４
月
、
７
月
、

12
月
、
２
月
）、
学
校
運
営
協
議

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
議
の

中
で
学
校
の
様
子
を
委
員
に
お
知

ら
せ
す
る
「
報
告
」
に
終
始
す
る

こ
と
な
く
、
学
校
の
課
題
解
決
を

目
指
し
た
「
熟
議
」
が
非
常
に
大

事
で
す
。「
熟
議
で
解
決
策
を
見

い
出
す
、
課
題
解
決
に
迫
る
」
た

め
に
も
、
毎
回
の
協
議
題
選
び
を

慎
重
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
昨
年
度
と
今
年

度
の
本
校
協
議
会
で
熟
議
を
意
識

し
た
協
議
題
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
令
和
３
年
度

【
第
１
回
】　
新
学
校
教
育
目
標
、

経
営
方
針
に
つ
い
て

【
第
２
回
】　
地
区
奉
仕
活
動
の
も

ち
方
に
つ
い
て

【
第
３
回
】　
西
根
町
史
を
活
用
し

た
教
育
活
動
に
つ
い
て

【
第
４
回
】　
制
服
の
男
女
共
通
化

に
つ
い
て

◆
令
和
４
年
度

【
第
１
回
】　
学
校
経
営
方
針
に
つ

い
て
、
地
域
教
育
の
行
動
目
標
に

つ
い
て

【
第
２
回
】　
国
道
バ
イ
パ
ス
歩
行

横
断
の
危
険
個
所
と
信
号
設
置
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

【
第
３
回
】　
学
校
評
価
結
果
を
受

け
て
の
取
組
に
つ
い
て
、
皆
勤
賞

と
精
勤
賞
の
廃
止
に
つ
い
て

４　
お
わ
り
に

　
経
験
不
足
・
力
不
足
な
校
長
職

で
す
が
、
本
校
教
職
員
と
「
学
校

の
頼
り
に
な
る
応
援
団
」、
そ
し

て
熟
議
を
と
お
し
て
繫
が
っ
た
多

く
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
…
…
と

と
も
に
、
生
徒
や
そ
の
保
護
者
、

地
域
の
成
長
や
発
展
を
実
現
す
る

Ｃ
Ｓ
と
い
う
仕
組
み
を
、
今
後
も

活
か
し
て
学
校
運
営
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※　
八
幡
平
市
の
Ｃ

Ｓ
推
進
に
つ
い
て
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

西根中HP
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滝沢市
北
か
ら

南
か
ら

花巻市

20162023

20162023

特色あるPTA
　
滝
沢
中
央
小
学
校
は
令
和
元
年

度
に
開
校
し
た
新
し
い
学
校
で

す
。
滝
沢
小
学
校
と
鵜
飼
小
学
校

の
大
規
模
化
を
解
消
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
環
境
を
よ
り
適
切
な
も

の
と
す
る
た
め
滝
沢
市
内
９
番
目

の
小
学
校
と
し
て
平
成
31
年
４
月

1
日
に
開
校
し
ま
し
た
。
開
校
し

た
年
の
年
度
末
に
コ
ロ
ナ
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
の
緊
急
事
態
宣

言
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
思
う
よ

う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で
き
な
い
部

分
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
で

き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
手
探
り
で

進
め
て
き
た
状
況
で
す
。

　

今
年
度
は
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、
睡
眠
の
大
切
さ

を
保
護
者
に
実
感
し
て
も
ら
お
う

と
教
養
部
が
講
師
を
招
い
て
「
快

眠
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、今
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
テ
ー

マ
に
し
た
学
校
公
開
研
究
会
が
あ

り
４
０
０
人
近
い
来
校
者
を
本
校

に
迎
え
ま
し
た
。
市
内
外
の
多
数

の
先
生
方
に
全
学
級
の
授
業
を
公

開
す
る
た
め
に
、
環
境
整
備
奉
仕

作
業
、
当
日
の
記
録
や
受
付
な
ど

Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍

し
ま
し
た
。
環
境
整
備
と
当
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
保
護

者
の
数
は
延
べ
1
０
０
名
を
超

え
、
学
校
公
開
の
成
功
の
一
翼
を

担
い
ま
し
た
。

　

令
和
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

モ
デ
ル
と
な
る
べ
く
、
保
護
者
に

も
教
職
員
に
も
負
担
の
少
な
い
形

で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
授
業
と
一
体
化
し
た
形
の

親
子
行
事
の
実
施
や
、
役
員
会
の

時
間
を
短
縮
す
る
等
、
い
ろ
い
ろ

模
索
し
な
が
ら
保
護
者
、
児
童
、

教
職
員
す
べ
て
の
笑
顔
が
輝
く
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

�

（
事
務
局　

沼
田
玲
子
）

　
本
校
は
、
花
巻
市
の
西
に
位
置

し
、
花
巻
南
温
泉
郷
も
学
区
に
あ

る
自
然
豊
か
な
環
境
の
も
と
に
あ

り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
地
域
の

方
々
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
文
武
両
道
で
輝
か
し
い

実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
教
育
目
標
は
「
気
概
に

あ
ふ
れ　

主
体
的
に
行
動
す
る
生

徒
」
の
育
成
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

で
も
、
こ
の
教
育
目
標
実
現
を
支

援
し
、
地
域
を
守
り
、
地
域
に
貢

献
す
る
生
徒
の
育
成
等
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
３
年
間
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
限
ら
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
全
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
郷
土
芸
能
「
神
楽
」
で
す
。

神
楽
は
、
昭
和
47
年
に
地
元
の
円

万
寺
神
楽
を
も
と
に
演
舞
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ

50
年
以
上
踊
り
継
が
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
保
存
会
の
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
体
育
祭
や
文
化

祭
、
地
区
民
運
動
会
等
で
披
露
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
で
は
被
災
地
を
訪
問
し
披
露
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
令
和
３

年
に
は
全
国
中
学
校
総
合
文
化
祭

岩
手
大
会
に
て
演
舞
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

2
月
に
は
、
親
子
ス
キ
ー
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
あ

る
鉛
温
泉
ス
キ
ー
場
に
行
き
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
の
指
導
者
か
ら
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
ま
す
。
地
域
に
あ
る

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
冬
場
の

ス
ポ
ー
ツ
を
親
子
で
楽
し
ん
で
い

中
央
ス
マ
イ
ル

中
央
ス
マ
イ
ル

滝
沢
市
立
滝
沢
中
央
小
学
校
P
T
A

地
域
に
根
ざ
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

地
域
に
根
ざ
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

花
巻
市
立
湯
口
中
学
校
P
T
A

親子で楽しんだスキー教室

学校公開研究会では多くの保護者の協力をいただきました

ま
す
。

　

そ
の
他
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
に
よ

る
会
報
の
発
行
、
厚
生
研
修
部
に

よ
る
情
報
モ
ラ
ル
講
演
会
や
会
員

を
対
象
に
し
た
研
修
事
業
、
保
健

福
祉
部
の
交
通
安
全
街
頭
指
導
、

親
子
奉
仕
作
業
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

様
々
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
、

親
子
や
地
域
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い

か
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

よ
り
、
生
徒
達
が
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
た
め
に
力
強
く
歩
ん
で
行
っ

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

�

（
事
務
局　

下
久
根
哲
行
）
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●
洋野町

●
奥州市

●
陸前高田市
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当
連
合
会
は
、
陸
前
高
田
市
の
小
中
学
校

10
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
約
９
７
０
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
秋
に
研
修
会
兼
家
庭
教
育
学
級
を
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
２
年
間
は
開
催
を
見
送
って
ま

い
り
ま
し
た
。

　
８
月
に
全
国
研
究
大
会
山
形
大
会
に
参
加

し
た
会
長
以
下
執
行
部
数
名
が
、
集
っ
て
学

ぶ
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
講
し
た
と
こ
ろ
、

３
年
ぶ
り
と
な
る
参
集
型
の
研
修
会
兼
家
庭

教
育
学
級
の
開
催
が
叶
い
ま
し
た
。

　

同
市
横
田
小
学
校
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
白
川
光
一
氏
を
講
師
に
、
地
域
を
愛

す
る
人
材
育
成
の
た
め
の
地
域
学
校
協
働
活

動
の
実
践
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
次
回
の
研
修
会
を
希

望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
好
評
で
し
た
。

　
今
後
も
元

気
な
子
ど
も

達
の
笑
顔
の

た
め
に
出
来

る
こ
と
を
共

に
考
え
な
が

ら
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

（
事
務
局

齊
藤　
久
子
）

市町村PTA連合会の活動報告
　県内の各市町村PTA連合会では、様々な活動をしています。今回は、洋野町PTA連合会・
奥州市PTA連合会・陸前高田市PTA連合会、3つの地区の活動の一端を紹介します。

奥
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

地
域
を
愛
す
る

�

子
ど
も
達
の
た
め
に

陸
前
高
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

洋
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

３年ぶりに参集型の研修会を実施しました

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　
奥
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
５
地
域
（
水
沢
・
江
刺
・

胆
沢
・
前
沢
・
衣
川
）
33
の
小
中
学
校
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
会
員
数
は
７
千
人
を
超
え
て
お
り
、
盛
岡
市
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
総
会
後
に
開
催
し
て
い
る
研
修
会
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
令
和
２
年
度
か
ら
中
止
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
資
料
を
見
て
み
ま
す
と
、
岩
手
県
教
育
委
員

会
の
八
重
樫
勝
先
生
や
及
源
鋳
造
株
式
会
社
の
及
川
久
仁
子
代
表
取
締
役
の
よ
う
に
、
奥
州
市
に
縁
が

あ
り
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
講
師
に
招
聘
し
て
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
く
、
か
つ
て
の
よ
う
に
親
と
教
師
が
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
学
び
合
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
事
務
局　
村
上　
正
和
）

　
洋
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
小
中
合
わ
せ
11
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
構
成
さ
れ
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
様
々
な
事
業
を
中
止
・
縮
小
し
た
形
で

の
開
催
と
活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
「
情
報
端
末
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
周
知
す
る
と
と
も
に
「
家
庭
の
ル
ー
ル
」
の
設
定
を
呼
び
か
け
、
保
護
者
と
子
ど
も
が
向
き

合
い
な
が
ら
決
定
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
継
続
し
て
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
次
年
度
は
こ
れ
ら
の

実
績
を
ま
と
め
た
研
究
大
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
子
ど
も
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
学
校
の
統
廃
合
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
会
員
数
の
減
少
も
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
未
来
を
担
う

洋
野
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
考
え
、
各
校
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
積
極
的

に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　
八
幡　
一
臣
）
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　今年度末をもって、閉校・統合する学
校は24校です。地域とともに歩みを重ね、
PTA活動を展開してくださいましたこと
に、厚く敬意と感謝を申し上げます。

【花巻市】� 笹間第二小学校　→　笹間第一小学校へ
【北上市】� 立花小学校
	 黒岩小学校
	 口内小学校
	 照岡小学校
【奥州市】� 藤里小学校
	 伊手小学校
	 玉里小学校
	 人首小学校
	 木細工小学校
	 梁川小学校
	 広瀬小学校
【一関市】� 永井小学校
	 涌津小学校
	 油島小学校
	 花泉小学校
	 老松小学校
	 金沢小学校
� 新沼小学校　　　→　藤沢小学校へ
	 大原中学校
	 大東中学校
	 興田中学校
【岩泉町】	 安家小学校　　　→　岩泉小学校へ
【洋野町】	 向田小学校　　　→　大野小学校へ

◆地区・市町村PTA事務局長会議（5/15）

◆ PTA 広報コンクール審査会（5/23）

　　※応募締切　5/8

◆定時社員総会（6/4）

◆岩手県PTAリーダー研修会（7/1）

◆三行詩コンクール審査会（7/4）

　　※応募締切　6/12

◆共済事業担当者への事務説明会（7/28）

◆全国PTA研究大会広島大会（8/25~26）

◆紫波地区家庭教育セミナー（9/2）

◆東北ブロック研究大会富谷黒川大会

　（10/14~15）

◆日本PTA年次表彰式（11月）

◆年次表彰式（11/25）

◆岩手県PTA研究大会宮古大会

　（兼宮古地区家庭教育セミナー　12/9）

◆臨時社員総会（3/2）

令和5年度の主な事業（予定）これまでのPTA活動に感謝

図書の紹介
わが子が「学校に行きたくない」と
言ったら　－不登校解決レシピ

　第 172 号でご提言をいただいたモラロジー道徳教育
財団の出版。著者は大久保俊輝氏。千葉県教育庁で不
登校支援の責任者をしていた当時、自分の
3人の子どもがみな不登校になったという
経験をなさいました。

ＰＴＡ希望支援金をご活用ください
－令和 4年度の助成状況－

　令和 4年度から助成金の上限が ５万円に
なっています。復興だけではなく、防災や
減災等に関わるPTA活動も対象になりま
すので、ふるってご応募ください。

№ 市町村名
PTA 名 支援金の使途

1 滝沢・
一本木中

復興教育に関する PTA 講
演会の講師謝礼、事務費

2 奥州・
岩谷堂小

防災教育に係る PTA 家庭
教育講演会講師の謝礼・交
通費

3 大船渡・
大船渡中

復興教育としての郷土芸能
伝承活動に係る修繕費・維
持費等

4 久慈市・
宇部中

震災の語り部を招いてのPTA
講演会講師の交通費等

　新設「東桜小学校」

　岩谷堂小学校へ

　新設
　「江刺ひがし小学校」

　新設「花泉小学校」

　新設「大東中学校」
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